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概 要

本稿では，自由貿易協定における原産地規則に適合費用がかかる場合の最適な原産地規則の選択に

ついて，国際複占競争の 3国モデルを用いて分析を行う．自由貿易協定の域内と域外に 1社ずつ立地

する企業が域内国市場でクールノー競争を行い，原産地規則を満たして域内国市場へ非関税で供給す

るためにかかる適合費用が域内企業よりも域外企業のほうが高いと仮定する．このとき，2社間で適

合費用に十分な差があるときは，域内輸入国が適切な水準の域外関税を課しつつ，域内企業のみが原

産地規則を満たす誘因をもつような原産地規則を課すのが域内国にとって最適な政策である．他方，2

社間で適合費用にあまり差がないときは，2社とも原産地規則を満たさないような政策が最適になる

場合がある．この結果は，域内企業も満たさないような原産地規則を設定する自由貿易地域が，域内

国全体の経済厚生を引き上げるゆえに，結成される誘因があることを意味している．
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